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脳
脊
髄
液
減
少
症
の
診
断
・
治
療
の
確
立
の
研
究
促
進
に
関
す
る
第
三
回
質
問
主
意
書

現
在
、
脳
脊
髄
液
減
少
症
に
苦
し
ん
で
い
る
患
者
は
、
子
ど
も
を
含
め
て
三
十
万
人
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

患
者
・
家
族
、
脳
脊
髄
液
減
少
症
患
者
支
援
の
会
・
子
ど
も
支
援
チ
ー
ム
を
は
じ
め
関
係
団
体
は
、
同
疾
患
の
ブ
ラ
ッ
ト

バ
ッ
チ
（
骨
髄
液
の
硬
膜
外
自
家
血
注
入
）
療
法
の
健
康
保
険
の
早
期
適
用
を
求
め
て
い
る
。

そ
の
た
め
に
は
、
「
脳
脊
髄
液
減
少
症
の
診
断
・
治
療
の
確
立
に
関
す
る
研
究
」
が
、
最
終
年
を
迎
え
て
も
、
な
お
遅
々
と

進
ん
で
い
な
い
現
状
を
踏
ま
え
て
、
厚
生
労
働
省
と
し
て
も
、
同
研
究
を
促
進
さ
せ
る
た
め
に
、
あ
ら
ゆ
る
対
応
と
措
置
を
講

じ
る
責
務
が
あ
る
。
そ
し
て
、
同
疾
患
の
診
療
・
診
断
指
針
を
早
期
に
確
立
す
る
こ
と
で
あ
る
。
私
は
こ
の
こ
と
を
重
ね
て
強

く
要
求
す
る
も
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
私
の
脳
脊
髄
液
減
少
症
の
診
断
・
治
療
の
確
立
の
研
究
促
進
（
以
下
「
確
立
研
究
」
と
い
う
。
）
に
関
す
る
再
質

問
主
意
書
に
対
す
る
、
平
成
二
十
一
年
六
月
二
日
付
答
弁
書
等
に
関
し
、
さ
ら
に
、
い
く
つ
か
の
点
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
た
い

の
で
、
厚
生
労
働
省
は
、
主
任
研
究
者
等
か
ら
の
聴
取
と
直
接
調
査
を
さ
れ
た
上
で
、
明
確
な
答
弁
を
さ
れ
た
い
。

従
っ
て
、
以
下
質
問
す
る
。

一

答
弁
書
（
五
月
十
二
日
付
）
は
、
研
究
参
加
医
療
機
関
十
五
施
設
を
挙
げ
、
そ
の
な
か
に
、
平
成
二
十
年
度
末
時
点
で
、

一



防
衛
医
科
大
学
校
病
院
と
独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構
仙
台
医
療
セ
ン
タ
ー
の
名
が
あ
る
が
、
こ
の
二
施
設
が
研
究
班
の

正
式
メ
ン
バ
ー
と
し
て
加
え
ら
れ
た
理
由
を
伺
い
た
い
。

ま
た
、
二
施
設
は
、
各
倫
理
委
員
会
で
の
審
議
・
承
認
は
完
了
さ
れ
て
い
る
の
か
ど
う
か
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

二

平
成
十
九
年
度
総
括
研
究
報
告
書
（
以
下
「
十
九
年
度
報
告
書
」
と
い
う
。
）
の
「
Ｄ
�
考
察
お
よ
び
Ｅ
�
結
論
」
で

は
、
「
本
研
究
の
初
年
度
で
あ
る
平
成
十
九
年
度
中
に
臨
床
試
験
の
た
め
の
プ
ロ
ト
コ
ー
ル
を
完
成
す
る
こ
と
が
で
き
、
倫

理
委
員
会
へ
の
申
請
後
、
審
議
開
始
ま
で
に
時
間
を
要
し
た
施
設
が
多
か
っ
た
が
、
三
月
下
旬
ま
で
に
は
、
す
べ
て
の
施
設

で
倫
理
委
員
会
で
の
審
議
が
開
始
さ
れ
た
」
と
述
べ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
同
報
告
書
は
、
「
既
に
四
施
設
で
、
修
正
な
く
承
認
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
当
初
の
研
究
計
画
ど
お
り
平
成

二
十
年
度
に
は
、
ほ
と
ん
ど
の
施
設
で
患
者
の
登
録
開
始
、
症
例
集
積
が
可
能
と
な
る
見
込
み
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

し
か
る
に
答
弁
書
（
五
月
十
二
日
付
）
は
、
「
登
録
患
者
の
数
が
少
な
か
っ
た
の
は
、
研
究
参
加
機
関
の
多
く
で
倫
理
委

員
会
に
お
け
る
審
査
に
予
想
以
上
の
時
間
を
要
し
た
た
め
」
と
説
明
し
て
い
る
。

十
九
年
度
報
告
書
の
記
述
と
、
答
弁
書
の
説
明
は
異
な
る
も
の
と
考
え
る
が
、
明
確
に
答
え
ら
れ
た
い
。

三

研
究
参
加
医
療
機
関
で
あ
る
、
上
記
の
四
施
設
と
は
、
山
形
大
学
医
学
部
附
属
病
院
、
大
阪
大
学
医
学
部
附
属
病
院
、
福

二



島
県
立
医
科
大
学
附
属
病
院
、
徳
島
大
学
病
院
で
あ
る
。

十
九
年
度
報
告
書
に
よ
れ
ば
、
こ
の
四
施
設
は
、
平
成
二
十
年
三
月
末
ま
で
に
、
既
に
倫
理
委
員
会
で
審
査
・
承
認
さ
れ

て
お
り
、
答
弁
書
（
五
月
十
二
日
付
）
の
「
倫
理
委
員
会
に
お
け
る
審
査
に
予
想
以
上
の
時
間
を
要
し
た
」
と
い
う
理
由
は

成
り
立
た
な
い
と
考
え
る
が
、
明
確
に
答
弁
さ
れ
た
い
。

平
成
二
十
年
度
の
初
期
か
ら
、
四
施
設
に
お
い
て
は
、
患
者
登
録
は
開
始
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
の
か
、
併
せ
て
見
解

を
伺
い
た
い
。

四

答
弁
書
（
六
月
二
日
付
）
は
、
倫
理
委
員
会
の
審
査
の
予
想
以
上
の
遅
れ
に
つ
い
て
、
「
確
立
研
究
以
外
の
研
究
に
係
る

審
議
も
あ
る
た
め
」
及
び
、
「
倫
理
委
員
会
自
体
の
開
催
が
数
ヶ
月
に
一
度
で
あ
っ
た
」
旨
を
、
主
な
理
由
と
し
て
い
る
。

研
究
参
加
医
療
機
関
の
倫
理
委
員
会
に
お
い
て
、
答
弁
書
で
説
明
し
て
い
る
理
由
お
よ
び
施
設
の
個
々
の
事
情
が
あ
る
に

せ
よ
、
他
の
施
設
の
倫
理
委
員
会
が
四
施
設
と
比
べ
て
、
審
査
・
承
認
に
何
ヶ
月
も
時
間
を
要
す
る
程
、
審
議
案
件
が
多
い

と
は
考
え
に
く
い
が
、
具
体
的
か
つ
詳
細
に
説
明
さ
れ
た
い
。

五

答
弁
書
（
六
月
二
日
付
）
が
説
明
し
て
い
る
よ
う
に
、
倫
理
委
員
会
の
審
査
に
予
想
以
上
の
時
間
を
要
し
た
と
し
て
も
、

患
者
登
録
の
期
間
二
十
三
ヶ
月
の
う
ち
十
六
ヶ
月
過
ぎ
た
、
現
在
も
な
お
登
録
患
者
が
、
予
定
す
る
二
五
〇
症
例
の
十
分
の

三



一
に
満
た
な
い
患
者
し
か
集
ま
っ
て
い
な
い
。

こ
れ
は
、
十
九
年
度
報
告
書
の
内
容
と
は
、
著
し
く
異
な
っ
て
い
る
も
の
と
考
え
る
が
、
納
得
の
い
く
説
明
を
さ
れ
た

い
。

六

平
成
二
十
年
度
総
括
研
究
報
告
書
（
以
下
「
二
十
年
度
報
告
書
」
と
い
う
。
）
に
よ
る
と
、
平
成
二
十
年
度
末
時
点
で
、

研
究
参
加
医
療
機
関
等
は
十
五
施
設
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
施
設
は
、
す
べ
て
倫
理
委
員
会
の
審
査
・
承
認
を
終
了
し
て
い
る

も
の
と
考
え
る
が
、
施
設
ご
と
に
審
査
・
承
認
を
い
つ
終
え
た
の
か
、
そ
の
時
期
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

七

答
弁
書
（
六
月
二
日
付
）
は
、
研
究
参
加
医
療
機
関
ご
と
の
登
録
患
者
の
内
訳
に
つ
い
て
、
「
個
々
の
医
療
機
関
に
お
け

る
患
者
数
が
少
な
い
た
め
、
こ
れ
を
公
表
す
る
こ
と
に
よ
り
、
登
録
患
者
が
特
定
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
」
と
答
え
て
い

る
。登

録
患
者
（
被
験
者
）
の
個
人
情
報
お
よ
び
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
、
厳
重
に
保
護
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
答
弁
書
に
よ

れ
ば
、
主
任
研
究
者
は
、
施
設
ご
と
の
登
録
患
者
数
の
公
表
に
つ
い
て
は
、
数
が
少
な
い
た
め
に
特
定
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ

る
と
い
う
趣
旨
の
説
明
を
し
て
い
る
。

登
録
患
者
数
が
少
な
い
と
、
何
故
、
「
特
定
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
」
の
か
、
具
体
的
に
説
明
さ
れ
た
い
。

四



�

二
十
年
度
報
告
書
の
「
行
政
機
関
個
人
情
報
保
護
法
に
基
づ
く
追
加
事
項
」
に
は
、
「
患
者
登
録
票
に
は
、
氏
名
、
住

所
、
生
年
月
日
、
カ
ル
テ
番
号
等
の
情
報
は
記
載
さ
れ
な
い
の
で
、
個
人
を
特
定
で
き
な
い
。
被
験
者
の
特
定
に
は
登
録

番
号
が
用
い
ら
れ
、
被
験
者
情
報
の
機
密
は
保
持
さ
れ
る
」
と
述
べ
て
い
る
の
で
は
な
い
の
か
、
見
解
を
伺
い
た
い
。

�

従
っ
て
、
登
録
患
者
・
家
族
、
医
師
、
看
護
師
以
外
に
、
第
三
者
が
そ
の
事
実
を
知
り
患
者
が
特
定
さ
れ
る
と
い
う
こ

と
は
考
え
に
く
い
、
と
思
う
が
ど
う
か
。

�

こ
の
際
、
あ
ら
た
め
て
検
討
の
上
、
現
在
の
施
設
ご
と
の
登
録
患
者
数
を
明
ら
か
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

�

研
究
参
加
医
療
機
関
等
十
五
施
設
で
、
現
在
、
登
録
患
者
が
一
例
も
登
録
さ
れ
て
い
な
い
施
設
名
を
明
ら
か
に
さ
れ
た

い
。

八

答
弁
書
（
六
月
二
日
付
）
は
、
「
登
録
患
者
の
数
が
百
名
と
な
っ
た
段
階
で
中
間
的
な
分
析
を
行
い
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て

脳
脊
髄
液
減
少
症
に
関
す
る
診
断
基
準
の
作
成
等
を
行
う
」
と
答
え
て
い
る
。

こ
こ
で
い
う
診
断
基
準
と
は
、
診
療
・
診
断
指
針
（
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
）
の
こ
と
な
の
か
伺
い
た
い
。

仮
に
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
登
録
患
者
百
名
で
診
療
・
診
断
指
針
（
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
）
を
作
成
す
る
と
い
う
考
え
な
の
か
、

併
せ
て
見
解
を
問
う
。

五



�

二
十
年
度
報
告
書
は
「
本
症
例
数
は
、
検
査
の
陽
性
率
な
ど
不
明
で
あ
っ
た
研
究
計
画
段
階
の
数
字
で
あ
り
、
登
録
数

一
〇
〇
例
の
時
点
で
中
間
解
析
を
行
い
、
見
直
す
可
能
性
が
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の
か
説
明
さ
れ
た
い
。

�

こ
れ
が
中
間
的
分
析
と
す
る
な
ら
ば
、
最
終
的
な
分
析
に
基
づ
く
診
療
・
診
断
指
針
（
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
）
の
作
成
は
、

登
録
患
者
が
二
百
五
十
名
に
達
し
た
段
階
で
行
う
こ
と
に
な
る
の
か
。

�

厚
生
労
働
省
は
、
研
究
班
が
、
目
標
の
登
録
患
者
二
百
五
十
名
を
募
る
た
め
に
関
係
学
会
の
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ー
ム
な
ど

で
、
呼
び
か
け
る
努
力
を
し
て
い
る
趣
旨
の
説
明
し
て
い
る
。

そ
こ
で
、
い
つ
ま
で
に
登
録
患
者
二
百
五
十
名
を
達
成
す
る
つ
も
り
な
の
か
、
努
力
目
標
が
あ
れ
ば
明
ら
か
に
さ
れ
た

い
。

九

確
立
研
究
の
研
究
対
象
者
の
選
択
基
準
に
つ
い
て
、
答
弁
書
（
六
月
二
日
付
）
は
「
脳
脊
髄
液
減
少
症
に
関
す
る
文
献
及

び
研
究
班
が
こ
れ
ま
で
臨
床
に
お
い
て
扱
っ
た
症
例
に
関
す
る
検
討
を
踏
ま
え
」
と
答
弁
し
て
い
る
。

症
例
に
関
す
る
検
討
は
、
い
つ
、
ど
の
よ
う
な
場
で
検
討
さ
れ
た
の
か
、
具
体
的
に
伺
い
た
い
。

十

答
弁
書
（
六
月
二
日
付
）
は
、
確
立
研
究
の
研
究
対
象
者
の
選
択
基
準
を
作
成
す
る
際
に
、
参
考
に
し
た
文
献
と
し
て
、

六



国
際
頭
痛
学
会
・
頭
痛
分
類
委
員
会
が
作
成
し
た
「
国
際
頭
痛
分
類
第
二
版
」
、
脳
脊
髄
液
減
少
症
研
究
会
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

作
成
委
員
会
が
作
成
し
た
「
脳
脊
髄
液
減
少
症
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
二
〇
〇
七
」
と
答
え
て
い
る
。

二
十
年
度
報
告
書
に
は
「
本
研
究
班
は
、
既
に
存
在
す
る
国
際
頭
痛
学
会
、
神
経
外
傷
学
会
等
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
プ
ロ

ト
タ
イ
プ
と
し
な
が
ら
」
と
述
べ
て
い
る
。

「
脳
脊
髄
液
減
少
症
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
二
〇
〇
七
」
は
、
脳
脊
髄
液
減
少
症
の
症
状
に
つ
い
て
、
「
頭
痛
、
頚
部
痛
、
眩

暈
、
耳
鳴
り
、
視
機
能
障
害
、
倦
怠
、
易
疲
労
感
」
を
主
要
な
症
状
と
定
義
し
、
こ
れ
ら
の
症
状
は
、
「
座
位
又
は
立
位
」

に
よ
り
三
時
間
以
内
に
悪
化
す
る
こ
と
が
多
い
と
指
摘
し
て
い
る
。

ま
た
、
神
経
外
傷
学
会
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
は
、
「
起
立
性
頭
痛
、
又
は
体
位
に
よ
る
症
状
の
変
化
」
と
あ
り
、
起
立
性

頭
痛
は
十
五
分
以
内
の
増
悪
、
体
位
に
よ
る
症
状
の
変
化
は
、
項
部
硬
直
、
耳
鳴
、
聴
力
低
下
、
光
過
敏
、
悪
心
と
さ
れ
て

い
る
。

こ
の
二
つ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
な
考
え
を
持
っ
て
い
る
の
か
。

�

「
脳
脊
髄
液
減
少
症
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
二
〇
〇
七
」
は
、
多
く
の
症
例
を
踏
ま
え
て
検
討
が
加
え
ら
れ
、
ま
と
め
ら
れ
た

貴
重
な
文
献
と
承
知
し
て
い
る
。
対
象
症
例
の
選
択
基
準
を
作
成
す
る
際
に
、
こ
の
文
献
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
な
評

七



価
を
し
て
参
酌
さ
れ
た
の
か
伺
い
た
い
。

�

確
立
研
究
に
あ
た
っ
て
は
、
文
献
研
究
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
症
例
研
究
は
重
要
な
も
の
と
考
え
る
が
、
見
解
を
伺
い

た
い
。

�

対
象
症
例
の
選
択
基
準
を
作
成
す
る
に
あ
た
り
、
他
の
文
献
と
と
も
に
、
「
脳
脊
髄
液
減
少
症
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
二
〇
〇

七
」
を
踏
ま
え
て
検
討
し
た
と
す
れ
ば
、
症
状
を
「
座
位
又
は
立
位
に
よ
り
発
生
、
あ
る
い
は
増
悪
す
る
頭
痛
」
に
限
定

す
る
と
い
う
こ
と
に
は
な
り
え
な
い
と
思
う
が
、
見
解
を
伺
い
た
い
。

�

答
弁
書
（
六
月
二
日
付
）
に
よ
れ
ば
、
研
究
班
は
、
「
座
位
又
は
立
位
に
よ
り
発
生
、
あ
る
い
は
増
悪
す
る
頭
痛
が
あ

る
こ
と
が
最
も
重
要
で
あ
る
と
判
断
」
し
た
と
答
え
て
い
る
。
研
究
班
が
、
多
様
な
症
状
の
な
か
で
、
そ
れ
が
「
最
も
重

要
だ
と
判
断
し
た
」
理
由
を
具
体
的
に
伺
い
た
い
。

�

脳
脊
髄
液
減
少
症
の
症
状
は
、
多
症
状
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
初
め
か
ら
、
研
究
対
象
者
の
選
択
基
準
を
「
座
位

又
は
立
位
に
よ
り
発
生
、
あ
る
い
は
増
悪
す
る
頭
痛
」
の
み
に
限
定
す
る
と
い
う
の
は
、
患
者
の
症
状
や
実
態
と
乖
離
す

る
こ
と
に
な
り
は
し
な
い
か
。

�

症
状
を
限
定
し
て
、
患
者
の
症
状
を
医
学
的
・
科
学
的
に
正
確
に
反
映
し
た
診
療
・
診
断
指
針
（
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
）
の

八



作
成
が
可
能
な
の
か
ど
う
か
伺
い
た
い
。

�

通
常
の
医
学
的
診
断
に
お
い
て
は
、
一
次
検
査
、
二
次
検
査
、
三
次
検
査
と
い
う
よ
う
に
段
階
的
に
、
徐
々
に
狭
め
て

い
き
最
終
的
な
診
断
を
下
す
の
が
、
一
般
的
な
手
法
と
承
知
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
こ
と
な
ど
を
考
慮
さ
れ
て
、
対
象
患
者
の
選
択
基
準
の
見
直
し
を
検
討
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
見
解
を
伺
い

た
い
。

十
一

患
者
・
家
族
や
関
係
支
援
団
体
は
、
研
究
班
の
な
か
に
、
損
害
保
険
会
社
と
密
接
な
関
係
を
持
つ
構
成
員
が
確
立
研
究

に
携
わ
っ
て
い
る
が
、
中
立
・
公
正
な
研
究
が
妨
げ
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
の
危
惧
を
持
っ
て
い
る
。
ま
た
、
患
者
ら

は
、
「
厚
生
労
働
科
学
研
究
に
お
け
る
利
益
相
反
の
管
理
に
関
す
る
指
針
」
の
目
的
及
び
規
定
に
抵
触
す
る
の
で
は
な
い
か

と
の
意
見
を
持
っ
て
い
る
。

厚
生
労
働
省
は
、
こ
う
し
た
意
見
等
を
聞
い
て
い
る
の
で
、
利
益
相
反
委
員
会
（
Ｃ
Ｏ
Ｉ
）
を
主
任
研
究
者
の
所
属
す
る

山
形
大
学
医
学
部
附
属
病
院
に
、
早
期
に
設
置
し
て
、
そ
の
構
成
員
に
つ
い
て
の
審
議
・
調
査
を
行
う
方
向
で
あ
る
旨
、
説

明
し
て
い
る
。
Ｃ
Ｏ
Ｉ
の
設
置
及
び
構
成
員
に
つ
い
て
の
審
議
・
調
査
の
進
捗
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
明
ら
か
に
さ

れ
た
い
。

九



仮
に
、
Ｃ
Ｏ
Ｉ
が
、
い
ま
だ
設
置
さ
れ
て
い
な
い
か
、
あ
る
い
は
審
議
・
調
査
が
実
施
さ
れ
て
い
な
い
と
す
れ
ば
、
厚
生

労
働
省
と
し
て
は
、
Ｃ
Ｏ
Ｉ
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
対
応
を
考
え
て
い
る
の
か
、
見
解
を
伺
い
た
い
。

右
質
問
す
る
。

一
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